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令和４年度 年 間 指 導 計 画 

           ≪すみれ組≫ 

園
長 

  副
園
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主
幹 

 
担
任 

 

保
育
目
標 

ク
ラ
ス
の 

◎神さまの見守りのもとで、食事・排泄・着脱などを自分でやろうとする気持ちをもつようになる。 

◎安心できる環境の中で五感を育み、周囲や友だちへの関心・好奇心をもつ。 

◎自分の思いや欲求を身振りや言葉で伝えようとする。 

食 

育 

・その日の食材をみたり、さわったりする機会をも

つ。 

・絵本などで食材の名前を知る。 

・スプーンを使用し、よく噛んで楽しく食事をする。 

・食物アレルギー、偏食の子、体調のすぐれない子

ひとり一人の状態を把握して対応する。 

保 

健 

・感染症にかかることが多いので、発熱

などの身体の状態、機嫌、食欲などの

状態に十分注意を払って観察を行って

いく。 

・薄着の生活になれる。 

・感染症の時期は、室温と換気に十分に

配慮する。 

期 １期（４～６月） ２期（７～９月） ３期（10～12月） ４期（１～３月） 

期
の
ね
ら
い 

・新しい環境に慣れ、

気持ちを受けとめて

もらいながら、安心

して生活する。 

・保育士と一緒に好き

な遊びを見つけて遊

ぶ。 

・育児は基本、担当が

行うようにし、信頼

関係が築いていける

ようにする。 

・梅雨期から夏期の環境

に配慮し、清潔で気持

ち良く過ごせるように

する。 

・いろいろなことに興味

を持ち、水や砂、土に

触れて、手足や全身を

使って遊ぶ。 

・夏の感染症などが流行

しやすくなるので、健

康面や衛生面には十分

配慮していく。 

・戸外遊びを通して

木の葉や木の実な

ど秋の自然にふ

れ、興味、関心を

もつ。 

・園庭や室内遊びを

通して全身を動か

すことを楽しむ。 

・季節の変化や気温

差に留意し、健康

的に過ごせるよう

にする。 

・冬の感染症などが流

行しやすくなるので

健康面や衛生面には

十分配慮していく。 

・進級する際に、生活

の流れや手順、環境

が変化することを踏

まえ、少しずつ生活

の中に取り入れるこ

とで安心して過ごせ

るようにする。 

家
庭
と
の
連
携 

・ひとり一人の保護者との信頼関係を深め

子どもへの愛情や、成長の喜びを共感し

合う。又保護者自身が子育てに自信を持

ち、子育てが楽しいと感じることが出来

るような、働きかけをする。 

職
員
資
質
向
上 

・保育所内外の研修等を通じて必要な知識・技

術の取得、維持、向上に努める。 

長
時
間
保
育 

・長時間(延長)保育では疲れが出ないよう

に一人ひとりとゆっくりとかかわってい

く。 

・他のクラスの延長保育士や夜間の保育士

との連携を密にとるようにする。 

保
育
の
自
己
評
価 

・子どもの気持ちを理解した上で、発達や発達

過程に沿った適切な援助ができたか。 

・遊びを見つけ、一人または友だちや保育士と

遊びこめる環境に取り込んだのか。 

 


